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三宅新三
論文
《フイデリオ〉とワーグナー、ワーグナーシュ
ンポシオン2012(日本ワ ーグナー協会編)， 
2012年、 66頁-79頁
竹島あゆみ
論文
自由への承認、承認への自由 (5)ー ヘーゲル
『法の哲学j道徳性における善と良心一、岡山
大学文学部紀要 57号、 2012年7月、 1ページ
-10ページ
岡本源太
論文
“Bruno e il problema del' affetto: 
l' interpretazione dela figura tricipite negli 
Eroici furori: Bruniana & Campanelliana‘ 
anno XVIII， no. 2， 2012， pp. 537-548. 
研究発表
1. iルネサンスにおける流転と形象 ア
ルベルテイからジョルダーノ ・ブルーノ
まで」、 美学会第63回全国大会シンポジ
ウム「パンタ ・レイ (うつろい〉美学J、京
都大学(京都)、2012年10月7日
2. iジョルダーノ・ブルーノにおける永遠
と時間」、新プラトン主義協会第19同大
会シンポジウム 「新プラトン主義と近現
代の哲学一一永遠と時間をめぐって」、
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南山大学(名古屋)、2012年1月25日
3. iジョルダーノ・ブルーノを読むアピ ・
ヴアールブルク一一政治的図像学の一つ
の系譜」、シンポジウム 「ヴアールブルク
美学 ・文化科学の可能性J(科学研究費
補助金基盤研究 (B)iヴアールブルク美
学・文化科学の可能性J(代表:伊藤1説明〕
主催)、 東京大学(東京)、2012年12月22
日
そのイ也
1.[散文]iクレオーlレからヒューマニズム
へ一一翻訳の航跡」、 fユリイカj第44巻
第5号、 2012年5月、 p.246.
2. [書評]iジョ jレジョ ・アガンベン 『到
来する共同体J(上村忠男訳、月曜社、
2012年)J、『週刊読書人』第2962号、
2012年10月26日
3. [事典項目]i快楽・享楽JiセールJiパ
ルト.R.Jiフーリエ」、大津真幸ほか編『現
代社会学事典j、弘文堂、 2012年12月、
pp. 161. 793， 1048. 1114. 
4. [散文]i囚われの身の想像力と解放され
たアナクロニズム一一イメージ論の問題
圏J、『現代思想』第41巻第1号、 2013年
1月、p.171-177.
5. [展評]i海のざわめき、事物の零度」、
淀川テクニ ック/ARTZONE編 Iはやく
ゴミになりたい一一淀ブックJ、京都造
形芸術大学芸術表現 ・アー トプロテeユー
ス学科、 2013年3月、 pp.48-49.
長谷川芳典
論文
1.高齢者のQOLの評価・向上のための行動
分析学的アプローチ、岡山大学文学部紀
要57号， 2012年7月、 11ページ-26ペー
ン。
2. Iおひとりさま」高齢者のQOL、岡山大学
文学部紀要58号、 2012年12月、 1ペー
ジ-16ページ。[長谷川芳典・福島和俊
の共著]
研究発表
l. 人付き合いを好まない高齢者のQOL理
論化 (2)一人付き合いを好まない高齢者
は人付き合いが出来ないだけの人なの
か?、日本質的心理学会第9回大会、 2012
年9月1日、[福島和俊・長谷川芳典の連
名発表]
2. ワークショップl高齢者と共に生きる~
ダイパージョナルセラピー~、日本行動
分析学会創立30年記念事業 「熊野集会」
~生活と行動分析学~、2013年3月10日、
[企岡・司会]
田中共子
論文
1.奥丙有理・田中共子 2013.3. 20地域国際
交流の場におけるホストファミリーの異
文化接触対応スタイル質的心理学研究，
12，6-23 
2. 田中共子・高憤愛 2012.3. 25在米日本
入学生における異文化適応とソーシャル
スキル使用ースキル学宵セッション参加
者を対象とした縦断調査一 文化共生学
研究， 12，65-80
3 田中共子・高i質愛 2012.3. 25日本人留
学生における帰国後再適応に関する研究
ノート 留学経験者を対象とした心理教
育的セッション参加者の追跡調査から一
文化共生学研究， 12，81-98 
4 田中共子・高漬愛 2012.12日本人留学生
の帰国後のケアを目的とした自助グルー
プ活動セッションの記録 (3)ーキャリア
形成の支援を中心に一 岡山大学文学部
紀要58，17-26 
5 畠中香織・田中共子 2012.11. 26在日外
国人看護師 ・介護士候補生の異文化適応
問題の背景に関する研究ノート-EPA制
度とその運用一 社会文化科学研究科紀
要34.79-90
6 高演愛・田中共子 2013.3. 31日本人留
学生の帰国後のケアを目的とした自助グ
ループ活動セッションの記録 (2)一逆カ
ルチャーショックへの対応を中心に一
人文 ・自然研究7(一橋大学教育研究開発
センター)186-199
7 田中共子 ・高演愛 2012.7アメリカン ・
ソーシャルスキル学習における演技の他
者評価(2): 4つの中・上級スキルに関す
る学習者のパフォーマンスに対するネイ
ティブのコメントから 岡山大学文学部
紀要57.27-38
8. Yoshimi Hyodo and TomokoTanaka 
2012.11 lndividual and team level 
influences of KYT. the risk prospect 
training for medical safety 
Investigating recognitions of general 
and managerial nurses in A hospital. 
]apanese Journal of Applied Psychology， 
38.116-118 
9. Tomoko Tanaka 2012. 11 A cross-
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cultural psycho-educational program 
for cross-cultural social skils learning 
to international students in Japan : 
Focusing on the A UC-GS learning 
model. J apanese J ournal of Applied 
Psychology. 38， 77-82 
10 高演愛・田中共子 2012.9米国留学前ソー
シャルスキル学習セッション受講生の留
学生活一対人行動と対人関係を中心に
一 典文化コミュニケーション研究， 24.
41-63 
研究発表
1. Tomoko Tanaka， Satomi Misumi & 
Yoshimi Hyodo 2013. 3. 30 Development 
and testing of a paper version of the 
ambiguous-instruction game for medical 
safety edllcation. The Asian Conference 
on Psychology & the Behavioral Sciences 
2013 (Ramada Hotel. Osaka) 
2. Hsiao Ching Chen， Koji Mikushi and 
Tomoko Tanaka 2013. 3. 29 Difficulties 
in Interpersonal Relationships and the 
attribution of Taiwanese international 
stlldents. The Asian Conference on 
Psychology & the Behavioral Sciences 
2013 (Ramada Hotel. Osaka) 
3. Mira Simic-Yamashita. Michie NOgllChi 
and Tomoko Tanaka 2013. 3. 29 
How Japanese students establish， 
maintain and develop cross-cultural 
friendships with International 
students : Exploratory stlldy. The 
Asian Conference on Psychology & 
the Behavioral Sciences 2013 (Ramada 
Hotel. Osaka) 
4. Koji Mikushi and Tomoko Tanaka 2013. 
文学部教貝研究活動一覧
3. 30 Social skills learning in a high 
context culture : Interpretation and 
implementation. 
5.兵藤好美 ・田中共子 2012.11. 23医療安
全のゲーミングシミュレーションとして
構成された借り物ゲーム一正確さに与え
る阻害要因の影響一 第7回医療の質・
安全学会(大宮ソニツクシティ)
6.犬飼智子 ・兵藤好美 ・田中共子 2012.11. 
23医療施設におけるKYT介入実践に関
する縦断的研究(2)-KYT導入後1カ月・
3カ月での効果と問題点一 第7回医療
の質・安全学会(大宮ソニツクシティ )
7 三隅聡美・田中共子 ・兵藤好美2012.11.23
実演型暖昧指示ゲームを用いた安全教育
の試み 反応の多様性とゲーム体験のイ
ンパクトー 第7匝|医療の質・安全学会
(大宮ソニツクシティ)
8 田中共子・兵藤好美 .*lfl川京子・犬飼智
子 2012.11.23医療施設におけるKYT介
入実践に関する縦断的研究 (1)一導入期
における導入研修への反応一 第7回医
療の質・安全学会(大宮ソニツクシティ)
9 高憤愛・田中共子2012.10.20在米日本人
留学生のソーシャル ・サポート・ネ ット
ワー ク (3)ー ソーシャル・スキル人為学習
者におけるソーシヤル・サポートー 多
文化関係学会2012年度第11四年次大会
10. 出中共子 ・高漬愛 2012.10. 20在日中国
人留学生と食の文化受容一日本での食生
活に対する満足度一 多文化関係学会
2012年度第11四年次大会
11 奥西有理 ・田中共子 2012.10. 21中国人
祖父母の多文化関係学会2012年度第11
四年次大会育児滞在をめぐる日巾異文化
葛藤と心理的変遷一国際家族の家庭内規
-149 -
範に関する微視的分析
12. 田中共子 ・兵藤好美 2012.9. 22指示図
解ゲームを用いた医療安全教育の試み
反応の多様性と日常業務との接点に|対す
る気づき一 日本応用心理学会第79凶
大会 (日本応用心理学会第79回大会発表
論文集.31)(北星学園大学)
13.兵藤好美 ・問中共子 2012.9. 22 KYTの
研修の実践による医療安全教育の試み一
新人看護師における5ヶ月間の認知・情
動・行動とインシデント一 日本応用心
理学会第79回大会 (日本応用心理学会第
791吋大会発表論文集， 32)(北星学園大学)
14.田1'共子・奥西有理 2012.9. 12日本人
大学生による 日本的ソーシャルスキルの
実施と適応一在H留学生の対人行動にお
ける文化問距離の対比的集団としてー
日本心理学会第76回大会 (日本心理学会
第76回大会発表論文集，200)(専修大学)
15. 田中共子 2012.9. 1会員企画シンポジウ
ム・健康心理学の研究が人々の生活に貢
献するために何をすべきか一健康心理学
の役割を問い直す一 異文化適応に果た
す健康心理学研究:ソーシャルスキル学
習の教育的適用日本健康心理学会第25
回大会 (日本健康心理学会第25回大会発
表論文集， S19-S20)(於東京家政大学板
橋キャンパス)
16. 畠中香織・田中共子 2012.9. 1在日外国
人看護師 ・介護士の異文化適応 (3)一異
文化適応の三府モデルの検討一 日本健
康心理学会第25回大会 (日本健康心理学
会第25回大会発表論文集， 30)(於東京
家政大学板橋キャンパス)
17.李正姫・問中共子 2012.9.在日韓国人に
おける文化的態度とメンタル・ヘルス (2)
一文化志向性とうつ傾向 ・主観的幸福
感一 日本健康心理学会第25回大会(日
本健康心理学会第25回大会発表論文集，
135) (於東京家政大学板橋キャンパス)
18.高波愛・ 田中共子 2012.8.31在米日本人
留学生における留学前・巾 ・後の異文化
適応とソーシャルスキル使用ーセッショ
ン参加事例を対象とした縦断調査 第
17回留学生教育学会研究大会(於東京外
語大学留学生日本語教育センター)
19 兵藤好美 ・田中共子 2012.7. 7多重課題
ゲームによる記憶エラーの発生と抑止に
関する学び第38回日本看護研究学会学
術集会(沖縄コンペンションセンター)
20.犬飼智子・兵藤好美 ・田中共子 2012.7 
7医療施設におけるKYTの導入に関する
分析一導入期に焦点を当てて一第38
回日本看護研究学会学術集会 (沖縄コン
ペンションセンター)
21. Tomoko Tanaka 2012.7.24 Invited 
symposium : Health psychology across 
cultures : Asian perspectives. Culture-
specific social skils for sojourners in 
cross-cultural interpersonal relations 
XXX International Congress of 
Psychology， Cape Town. South Africa. 
22. Tomoko Tanaka 2012. 7. 24 J apanese 
social skills learning for international 
students through a psycho-educational 
session. XXX International Congress of 
Psychology. Cape Town. South Africa 
23. Tomoko Tanaka and Yoshimi Hyodo 
2012. 6. 30 Medical Safety education for 
thachers at nursing schoold using an 
instruction ilustrarion game. The 2nd 
Global Congress for Qualitative Health 
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Research (Universita Cattorica， del 
Sacro Cuore， Miran. ItaJy) 
24. Ai Takahama and Tomoko Tanaka 
2012. 6. 30 A case study on the use 
of American social skils by J apanese 
students studying in the U.S. based 
on a q uestionnaire survey conducted 
by J apanese students who studied in 
the U.S. The 2nd Global Congress for 
QuaJitative Health Research CUniversita 
Cattorica. del Sacro Cuore， Miran， ItaJy) 
25 田中共子・高漬愛 2012.6.9留学生にお
ける食の文化受容一異文化滞在者の食育
という謀題への示唆異文化問教育学会
第33回大会 (立命館アジア太平洋大学、
大分県別府市)
そのイ也
1. 問中共子 2013.3. 9シンポジウム ・アジ
アにおける医療現場の国際化と新しい文
化的健康観:医療と文化を考える 指定
討論のポイント (指定討論)アジア未来
会議2013(センタラ ・グランド ・アッ ト・
セントラル・プラザ・ラップラオ・バン
コク、バンコク、タイ)
2. 田中共子 2012.9. 1国際委員会企画シ
ンボジウム:近隣国と日本における
健康の連続性 -Cross-culturaJHeaJth 
Psychologyの示唆 (企画・指定討論)日
本健康心理学会第25回大会 (日本健康心
理学会第25同大会発表論文集.S5-S6) (東
京家政大学板橋キャンパス)
藤井和佐
著書
共編著:r変貌する沖縄離島社会~八重山に
みる地域「自治J-J杉本久米子 ・藤井和佐編、
文学部教貝研究活動一覧
ナカニシヤ出版、 2012年6月、総249頁
論文
「地域の意思決定の場への参画~長ー野県にお
ける女性農業委員の活動から-J日本村落研
究学会企画、原珠里・大内雅利編n年報]村
落社会研究48農村社会を組みかえる女性た
ち~ジェンダ一関係の変革に向けて-JJ鹿山
漁村文化協会、 2012年10月20日、 69-106頁
研究発表
招待講演:If農村女性の社会学:地域づくりの
男女共同参画jからj、第4回昭和女子大学
女性文化研究賞受賞者記念講演(昭和女子大
学)、2012年5月25日
そのイ也
書評:I武田尚子著rl海の道Jの三00年~近
現代H本の縮図瀬戸内海JJ、地域社会学会
編 『リスケーリング下の国家と地域社会地域
社会学会年報第24集jハーベス ト社、 2012
年5月12日、163-164頁
書評に応えて :1書評に応えてJ、社会学研究
会編・発行 fソシオロジj第57巻第2号 (通巻
175号)、2012年10月31日、 109-113頁
講演論文:1農村社会の男女共同参画に向け
て~長野県女性地域リ ーダーの事例から-J
昭和女子大学女性文化研究所編・発行 『女性
文化研究所紀要j第40号、 2013年3月31日、
63-73頁
高谷幸
論文
高谷幸・大曲由起子・樋口直人・鍛治致12005
年同勢調査からみる在日外国人女性の結婚と
仕事 ・住居Jr文化共生学研究Jl2号.2013年，
pp.39-63. 
研究発表
高谷幸11孟|際結婚女性のシティズンシップと
???
??
?
??
ジ‘ェンダー構造」京都大学GCOEI親密固と公
共闘の再編成をめざすアジア拠点J移動班研
究会.2013年2月23日.
その他
・事典項目
「異議申し立てJ1応答J1応用社会学J1オホ
ヤケ/公J1草の根民主主義J1クラブJ1コ
ミューンJ1自己決定権J1自己充是的/道具
的J1政治参加J1責任J1自発的結社J1相魁
的/相来的J1直接民主主義/間接民主主義」
「耳GJ1パブリック・ソシオロジーJIプロフイー
ル分析J大津真幸・吉見俊哉・鷲田清一編『現
代社会学事典J弘文堂.2012年.
-書評
高谷幸「書評武田里子著 『ムラの匡|際結婚再
考一一結婚移住女性と農村の社会変容JJrア
ジア太平洋研究年報jlO号.p. 74. 2013年
松木武彦
論文
「認知考古学の方法と謀題Jr季刊考古学』第
122号、 2013年2月1日、 14-18頁
研究発表
13世紀の武器とキピj、第12回ふたかみ邪馬
台国シンポジウム、 2012年7月16日、香芝市
「巨大古墳からみた古代吉備の成立」、日本科
学者会議第四回総合学術研究集会、 2012年9
月15日、岡山市
その他
「倭国の成立と官備一「邪馬台国の時代」展に
よせて-Jr邪馬台国の時代一吉野ケ里から
唐古・鍵、纏向まで-J平成24年度特別展図
録、岡山県立博物館、 2012年10月、 3-8頁
松本直子
論文
1. 1縄文の思想!から弥生の思想へJ、『日本
思想史講座1古代j苅部直 ・黒住真 ・佐
藤弘夫 ・末木文美士・田尻祐一郎編、
2012年4月、 27-64頁、ペりかん社
2. 1認知進化と人工物J、『季刊考古学j第
122号特集心と知の考古学、 2013年1
月、 19-22頁、雌山|剥
研究発表
1. 1土器形状のデータ化による土器製作技
術系統の解析とその評価一縄文時代後
期、津島岡大遺跡、を例として一」、 日本
考古学協会第78会総会、於立正大学、
2012年5月26.27円、共同発表(山口雄治・
津村宏臣・松本直子)(ポスター発表)
2. Implica tions from demographic 
simulation : Population movement and 
cultural dynamics in the Jomon and 
Yayoi societies. Fifth Worldwide SEAA 
Conference.於西南学院大学、 2012年6
月6・10日、共同発表 (NaokoMatsumoto 
and Mariko Sasakura) 
3. 1楕円フーリエ記述子を用いた土器口縁
断面形状の細密評価ー形状特性に内包さ
れるl時代の時系列属性と製作者の桐別動
作属性の定量的判別-J、日本文化財科
学会第29回大会、於京都大学、 2012年
6月23.24日、共同発表 (山口雄治 ・津村
宏臣 ・松本直子)(ポスター発表)
4. Visualizing migration of demographic 
simulation in prehisもoricand protohistoric 
periods. Information Visualization 2012-16出
International Conference. LIRMM CNRS 
Univ. Montpellier I. Montpelier. France. 
2012年7月10-13日、共同発 表 (Mariko
? ? ???
?
??
Sasakura， Ayame Akagi， Akane Yamaoka 
and Naoko Matsumoto) 
5. r考古学からみた物質性J、|到立民族学博
物館共同研究 「物質性の人類学 (代表者:
古谷嘉章)J研究会、於国立民族学博物館、
2012年11月10日
6. r交替劇研究への認知考古学の貢献J、科
学研究費補助金新学術領域研究 『ネアンデ
ルタールとサピエンス交替劇の真相・学習
能力の進化に基づく実証的研究J第61!1全
体会議シンポジウム4i交替劇への認知考
古学的アプローチJ、於東京大学理学部2
号館講堂 (シンポジウムのオーガナイズも
務める)、2013年1月14日
光本順
論文
1. r人物埴輪から探る古墳時代の思想と
社会Jr季刊考古学j第122号、雄山問、
2013年2月1日、 62-65頁
2. r移りゆく景観と謎の黒色土Jr岡山大学
埋蔵文化財調査研究センター紀要2011J、
岡山大学埋蔵文化財調査研究センター、
2013年2月28日、 54-58頁
3. r猫形木製品考Jr鹿田遺跡J7、岡山大学
埋蔵文化財調査研究センター、 2013年3
月21日、47-51頁
研究発表
1. Life. the social body. and power : 
Rethinking the Yayoi and Kofun 
periods. The 5th W orld Conference of 
the Society of East Asian Archaeology 
in Fukuoka、2012年6月7日、西南学院
大学
2. r埴輪にみるジ.エンダーJ考古学研究会第
31回東京例会ミニシンポジウム、 2013
文学部教貝研究活動一覧
年3月16日、岡撃院大学
そのイ也
rB地点の調査Jr鹿田遺跡J7、岡山大学埋蔵
文化財調査研究センター、 2013年3月21日、
24-39頁
辻星児
研究発表
(招待講演)r日本語における音声・音韻の特
徴」第19回言語障害臨床学術研究会 2012年8
月26日於川崎医療福祉大学
そのイ也
「日本語学者列伝河野六郎Jr日本語学J31-4 
明治書院 2012年4月p.78-86
岡本不二明
論文
1. 宋詩にみえる「枕中記」の影響について、
『岡山大学文学部研究紀要j第58号、 2012
年12月、 27頁-41頁
2 鄭の荘公の物語-r左伝jと唐代伝奇一、
rrド国文史論叢j第9号、 2013年3月、 59
頁-81頁
宮崎和人
論文
1. r認識的モダリティの意味と談話的機能J、
深田治美編 『ひつじ意味論講座4モダリ
テイ I:事例研究』、20121:1三6月、 101-120
頁、ひつじ書房
2. r<推量》と〈説明》ー テクス トにおける「に
ちがいない」をともなう文の機能-Jr岡
山大学大学院社会文化科学研究科紀要j
第35号、 2013年3月、 23-38頁
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遊佐徹
論文
「近代中国の写真文化と山本讃七郎J、岡山大
学文学部プロジェク卜研究報告書20、2013
年3月31日、 33ページ-51ページ。
研究発表
1. I近代中国における「共通」観の形成と展
|刻」、共通普教育研究フォーラム、 2012
年11月3日、岡山大学
2. I漢字文化圏の近代一ーその研究状況と
具体例j、平成24年度共通普教育研究国
際シンポジウム、 2013年3月5日、岡山
大学
3. IブリタニアとやまとひめJ、岡山大学人
文学フロンティア2012シンポジウム 《物
質文化 韓国から見たH本》、2013年3月
13日、岡山大学
その他
研究報告書
阿山大学文学部プロジェクト研究報告書20
f近代展示思想における表象観念と文化」、全
65ペー ジ、 2013年3月31日
栗林裕
論文
1. Iチュルク諸語動詞の形態的派生の方向
性についてJ吉村大樹編「チュルク諸語研
究のスコープj大阪大学世界言語研究セ
ンター.渓水社.平成23年4月.pp. 5-20. 
2. Grammaticalized Topics in Kashkay: 
The Implication for th巴 relativization
of Turkic languages. In: Kincses-Nagy. 
E， and M. Biacsi (eds.) The Szeged 
Conference. Studia uralo-altaica 49. 
Szeged: University of Szeged. 2012 
pp.311-318. 
3. Kuribayashi.Y. and Z. Gencer. J aponlara 
Turkce Dilbilgisi 0言retirken
Kar$I1a$I1an Sorunlar Uzerine. (日本語
母語話者にトルコ語文法を教授する
際に生じる諸問題について)In : Engin 
YILMAZ. Mehmet GEDIZLI， Erdal 
OZCAN ve Yonca KOCMAR (eds.) 
Turkcenin Effitimi-O量retimiUzerine 
Callsmalar (トルコ語の教育・教授法につ
いての研究)• Ankara: Pegem Akademi. 
2012. pp.305-312. 
4. Transitivity in Turkish. rアジア・アフ
リカの言語と言語学7J東京外国語大学
アジア・アフ リカ言語文化研究所.2013. 
pp.39-51. 
研究発表
1. Iチュルク語の関係節化と地域類型論」国
立国語研究所「他動性プロジェクトJ平成
24年度第1回研究会 (京都大学大学院文
学研究科平成24年6月30日)
2. Causative/ Anti-causative alternations 
in Turkish and Turkic languages. 
Paper presented at the International 
Conferenc巴onTurkish Linguistics 2012. 
(19 September 2012， Ankara， Turkey， 
Middle East Technical University) 
中東靖恵
論文
「岡山県総社市における定住外国人の言語生
活の実態Jr山陽放送学術文化財団リポ トー』
第56号，2012年10月.財団法人山陽放送学術
文化財団，pp.4・7
研究発表
1. I岡山県総社市に定住する日系ブラジル
人の言語生活 岡山県総社市における南
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米系定住外国人言語生活実態調査の結果
から一」長野-言語文化研究会.2012年6
月16日松本市あがたの森文化会館
2. I岡山県総社市に暮らす定住ブラジル人
の言語生活ーブラジル人集住地域にお
ける日本語教育のあり方を模索する一」
2012年日本語教育国際研究大会.2012年8
月19日，名古屋大学
3. I伊志嶺安博著「黒石清作の日本語教育論
一伯刺西爾時報の日本語教育関係記事」
を読んでJ日本語教育史研究会.2013年3
月23日，慶!藍義塾大学
そのイ也
『総社市における南米系定住外国人の言語生
活実態調査報告書J2012年7月，総社市市民環
境部人権・まちづくり課国際・交流推進係，
全62頁
堤良一
研究発表
「指示詞に方言差はあるかけ岡山大学文学部
人文学フロンテイア2012シンポジウムにお
ける研究発表(2013.3.18)岡山大学
吉岡文夫
論文
1. Romantic Desires Gone Berserk A 
文学部教貝研究活動一覧
『岡山大学大学院社会文化科学研究科紀
要J(第33号、 2012年3月)、49-60頁
延味能都
著書
Ronsard et les expressions puisees dans 
J'Antiquit岳ー岳volutionde leur utiJisatio/J-、
292ページ、ふくろう出版、 2012年。
研究発表
1. Iロンサールにおけるωilletについて」、
岡山大学ヨーロッパ言語文化研究会、
2012年6月、岡山大学。
2. Iデユ・ベレにおけるailletについて」、
日本フランス語フランス文学会、中国・
四国支部会、 2012年11月、鳥取大学。
萩原直幸
著書
Oberman ou les aleas d'une auvre au pays 
du soleil levant : r邑ceptiondu roma/J de 
Senancour au japon岡山大学文学部研究叢
書34号、 2012年12月、 255頁
論文
A propos de la censure d' une phrase de la 
traduction japonaise d'Obermann r岡山大学
文学部紀要j第57号、 2012年7月、 85-92頁
Reading of 'A Mother' in Dub必7ers 金子真
『岡山大学大学院社会文化科学研究科紀 論文
要J(第34号、 2012年1月)、33-45頁 1.Indefinis epistemiques en francais et 
2. Butchery of Spirit in Dublin : Reading en japonais、Actesdu CMLF 2012 
寸heBoarding House' in Dubliners -3由leCongres Mondial de Lil1guistique 
『岡山大学文学部紀要J(第57号、 2012 Fral1caise、2012年7月、 1829ページ~
年7月)、 61-70頁 1844ページ
3. Reading Short Stories V : Hardy' s 2. J apanese demonstrative so-no as a 
concept and craft for ‘Old Mrs Chundle' modifier lacking definiteness、In: A. 
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Aguliar Guevara. A. Chemilovskaya & 
R. Nouen (eds)乃ηceedingsof ~沿'111 ul1d 
Bedeutul1g 2 (MIT Working Papers in 
Linguistics)、2012年9月、 335ページ~
348ページ
3. 1日本語とフランス語のモーダルな不定
表現」、 f2008年度-2012年度科研費基
盤研究 (C)課題番号205203481フランス
語および日本語におけるモダリテイの意
味論的研究JC研究代表者:渡迭淳4也)によ
る論文集j、2012年12月、 30ページ-52
ペーン
研究発表
1. Indefinis epistemiques en francais et en 
japonais、加12年7月4-7円、 CMLF2012-
3eme Congres Mondial de Linguistique 
FrancaiseCリヨン第2大学)
2. 1日本語とフランス語のモーダルな不定
表現j、2008年度-2012年度科研費基
盤研究 (C)課題番号205203481フランス
語および日本語におけるモダリティの意
味論的研究J(研究代表者:渡遊淳也)公開
講演会、 2012年9月21日(筑波大学)
3. Plural markers denoting salient and 
eventually intensional members in 
]apanese、2013年2月28日 -3月1日、
Workshop Languages with and without 
articles (フランスCNRS/パリ第8大学)
ミシェルドポアシュ
論文
1. {Madame de Sade : Mandiarg日 S
traduit Mishima}、『岡山大学大学院社
会文化科学研究科紀要j第35号、 2013年
3月、 13-22頁。
2. r十字虜記jとスタンダール風の厳密さの
理想」、 『受容から創造性へ一 日本近現代
文学におけるスタンダールの場合J(研
究代表者 ジュリー・ブロック)、匡l際
高等研究所、 2013年3月、 119-124頁。
研究発表
{Madame de Sade : Mandiargues traduit 
Mishima}、日本フランス語フランス文学会、
中国・凹国支部会、2012年1月、鳥取大学。
その他
「結語にかえて:r死者たちの声J、「レイテ戦
記jの記録映画J、『受容から創造性へ一日本
近現代文学におけるスタンダールの場合JC研
究代表者 ジュリー ・ブロ ック)、国際高等
研究所、 2013年3月、 131-132頁。
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